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国
土
交
通
省
と
野
村
総
合

研
究
所
は
二
月
二
十
六
日
、

東
京
・
文
京
区
の
す
ま
い
・

る
ホ
ー
ル
で
「
住
宅
の
省
エ

ネ
性
能
表
示
制
度
に
関
す
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し

た
。
昨
年
七
月
に
建
築
物
省

一
九
九
三
年
、
国
連
総
会

で
三
月
二
十
二
日
を
「
世
界

エ
ネ
法
が
公
布
さ
れ
、
四
月

か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
同
法
に
基
づ
く
建
築

物
省
エ
ネ
性
能
表
示
制
度

（
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
）
の
周
知
へ
講

演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
繰
り
広
げ
た
。

水
の
日
」
と
定
め
る
こ
と
が

決
議
さ
れ
た
。
加
盟
国
で
は

こ
の
日
を
中
心
に
世
界
の
水

当
日
は
関
連
企
業
・
団
体

な
ど
約
三
百
名
が
出
席
。
石

坂
聡
同
省
住
宅
生
産
課
建
築

環
境
企
画
室
長
に
よ
る
建
築

物
省
エ
ネ
法
と
省
エ
ネ
ラ
ベ

リ
ン
グ
制
度
に
関
す
る
説
明

に
続
い
て
田
辺
新
一
早
稲
田

問
題
解
決
に
向
け
た
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
企
画
し
て
い
る
。

と
く
に
昨
年
は
水
循
環
基
本

計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
新

た
な
持
続
可
能
な
開
発
目
標

が
採
択
さ
れ
る
な
ど
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
取
り
組
み

を
一
段
と
強
化
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は

中
川
郁
子
衆
院
議
員
・
自
民

党
水
の
研
究
会
会
長
が
冒
頭

あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
本
日
は

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
方
が
参

大
学
創
造
理
工
学
部
教
授
が

住
宅
・
建
築
物
の
省
エ
ネ
ラ

ベ
リ
ン
グ
制
度
の
重
要
性
に

つ
い
て
基
調
講
演
し
、
齋
藤

卓
三
住
宅
性
能
評
価
・
表
示

協
会
基
準
運
用
委
員
長
・
温

熱
試
験
委
員
長
が
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｓ

加
さ
れ
、
新
し
い
視
点
に
よ

る
水
行
動
の
指
針
に
つ
な
が

る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

水
循
環
を
健
全
に
保
つ
こ
と

は
地
球
環
境
の
保
全
に
つ
な

国
土
交
通
省
は
二
月
二
十

六
日
、
平
成
二
十
七
年
度
管

工
事
施
工
管
理
技
術
検
定
の

一
級
実
地
試
験
と
二
級
試
験

の
合
格
者
を
発
表
し
た
。
合

格
率
を
み
る
と
一
級
実
地
試

験
は
五
〇
・
一
％
、
二
級
学

に
よ
る
住
宅
の
省
エ
ネ
性
能

表
示
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

が
る
。
広
く
皆
さ
ま
の
ご
意

見
を
賜
り
、
今
後
の
政
策
に

活
か
し
て
い
き
た
い
」
と
決

意
を
表
明
し
、
津
島
淳
国
土

交
通
大
臣
政
務
官
が
祝
辞
を

述
べ
た
。

続
い
て
須
藤
誠
一
ト
ヨ
タ

自
動
車
㈱
副
社
長
が
「
ト
ヨ

タ
環
境
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
５

０｣

を
テ
ー
マ
に
基
調
講
演
。

第
一
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
竹
村
公
太
郎

代
表
理
事
・
事
務
局
長
が
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
、

江
守
正
多
国
立
環
境
研
究
所

地
球
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
気

候
変
動
リ
ス
ク
評
価
研
究
室

長
、
森
秀
行
地
球
環
境
戦
略

研
究
機
関
理
事･

所
長
、山
村

尊
房
名
古
屋
環
未
来
研
究
所

理
事
・
元
厚
生
労
働
省
水
道

科
試
験
は
五
七
・
九
％
、
二

級
実
地
試
験
は
四
五
・
五
％

と
な
っ
た
。

一
級
実
地
試
験
は
昨
年
十

二
月
六
日
、
全
国
十
地
区
十

三
会
場
で
一
万
六
百
二
十
名

が
受
検
し
、
五
千
三
百
十
七

ン
で
は
「
住
宅
の
省
エ
ネ
ラ

ベ
ル
の
今
後
の
展
望
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
池
本
洋
㈱

リ
ク
ル
ー
ト
住
ま
い
カ
ン
パ

ニ
ー
Ｓ
Ｕ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
編
集
長
、

内
山
和
哉
住
宅
生
産
団
体
連

合
会
住
宅
性
能
向
上
委
員
会

Ｗ
Ｇ
主
査
、
榎
並
秀
夫
㈱
三

菱
地
所
レ
ジ
デ
ン
ス
商
品
企

画
部
長
、
鈴
木
大
隆
北
海
道

立
総
合
研
究
機
構
北
方
建
築

総
合
研
究
所
副
所
長
ら
が
活

発
に
意
見
交
換
し
た
。

課
長
が
意
見
交
換
し
た
。

第
二
部
で
は
「
江
戸
の
国

家
戦
略
は
百
年
の
計
・
治
水

対
策
だ
っ
た
〜
１
０
０
万
人

都
市
の
形
成
と
持
続
可
能
な

経
済
発
展
」
と
題
し
て
宮
村

忠
公
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
研
究

所
代
表
理
事
が
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
山
田
正

中
央
大
学
理
工
学
部
教
授
を

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
モ
ン

チ
ッ
プ
・
ス
リ
ラ
タ
ナ
・
タ

ブ
カ
ノ
ン
タ
イ
学
術
研
究
会

議
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
Ｔ
）
気
候
変
動

研
究
セ
ン
タ
ー
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
と
チ
ェ
ン
フ
ェ
ン
・
ジ
ャ

ン
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
東
ア
ジ

ア
局
環
境
・
自
然
資
源
農
業

課
長
・
水
セ
ク
タ
ー
グ
ル
ー

プ
委
員
長
が
ア
ジ
ア
の
視
点

か
ら
議
論
を
繰
り
広
げ
た
。

名
が
合
格
。
二
級
試
験
は
十

一
月
十
五
日
、
全
国
十
四
地

区
三
十
会
場
で
行
わ
れ
、
学

科
は
一
万
二
千
二
百
九
十
一

名
の
う
ち
七
千
百
二
十
名
、

実
地
は
一
万
四
千
百
八
名
の

う
ち
六
千
四
百
七
十
四
名
が

合
格
し
た
。

合
格
者
を
年
齢
別
に
み
る

と
、
一
級
実
地
試
験
は
四
十

〜
四
十
四
歳
が
二
〇･

八
％
、

三
十
五
〜
三
十
九
歳
が
二
〇

･

三
％
、三
十
〜
三
十
四
歳
が

一
九･

二
％
、二
十
九
歳
以
下

が
一
七･

五
％
、四
十
五
〜
四

十
九
歳
が
一
一
・
八
％
の
順

と
な
っ
た
。
二
級
実
地
試
験

は
二
十
五
〜
二
十
九
歳
が
二

〇･
八
％
、三
十
五
〜
三
十
九

歳
が
一
八･

九
％
、三
十
〜
三

十
四
歳
が
一
七･

九
％
、四
十

〜
四
十
四
歳
が
一
六
・
七
％

で
全
体
の
八
割
近
く
を
占
め

て
い
る
。
二
十
五
歳
未
満
は

一
〇
・
二
％
だ
っ
た
。
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津島政務官 中川衆院議員

衆議院第１議員会館で開催

特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
会
長
・
森
喜
朗
元
首
相
）
は
三
月
一
日
、
東
京
・
永
田
町
の
衆

議
院
第
一
議
員
会
館
で
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
国
連
『
世
界
水
の
日
』
記
念
・
水
未
来
会
議
２
０
１
６
〜
Ｃ
ｌ
ｉ

ｍ
ａ
ｔ
ｅ
ｉ
ｓ
Ｗ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
」
を
開
催
し
た
。
産
学
官
の
関
係
者
や
ア
ジ
ア
の
有
識
者
な
ど
約
二
百
名
が
一
堂

に
集
い
、
次
世
代
の
水
行
動
に
向
け
た
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
展
望
す
る
と
と
も
に
、
水
災
害
対
策
や
健
全
な
水
循
環

の
構
築
な
ど
世
界
の
水
問
題
を
解
決
す
る
取
り
組
み
の
一
層
の
推
進
へ
決
意
を
新
た
に
し
た
。

��������
������������������

�������������������������
������� ������������������約300名が理解を深める


